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平　

良
先
生　

略
歴

大
正
一
五
年
四
月
一
日
生　

昭
和
二
四
年
三
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科
卒
業

昭
和
二
四
年
四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
手

昭
和
二
七
年
四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
助
教
授

昭
和
三
一
年
九
月　
　
　
　

米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
法
学
校
留
学
（
昭
和
三
三
年
八
月
ま
で
）

昭
和
三
三
年
九
月　
　
　
　

米
国
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
法
学
校
留
学
（
昭
和
三
四
年
八
月
ま
で
）

昭
和
三
六
年
四
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
教
授

昭
和
四
二
年
三
月　
　
　
　

法
学
博
士
（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
取
得

昭
和
四
七
年
八
月　
　
　
　

香
港
中
文
大
学
客
座
教
授
と
し
て
出
講
（
昭
和
四
八
年
六
月
ま
で
）

昭
和
四
八
年
六
月　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
国
際
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務
（
昭
和
五
四
年
九
月
ま
で
）

昭
和
五
七
年
九
月　
　
　
　

米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
訪
問
（
研
究
）
教
授
（
昭
和
五
七
年
一
一
月
ま
で
）

昭
和
五
七
年
一
二
月　
　
　

タ
イ
国
タ
マ
サ
ー
ト
大
学
訪
問
教
授
と
し
て
出
講
（
昭
和
五
七
年
一
二
月
ま
で
）

平
成
元
年
三
月　
　
　
　
　

選
択
定
年
に
よ
り
慶
應
義
塾
を
退
職

平
成
元
年
四
月　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
名
誉
教
授

　

そ
の
間
、
比
較
法
学
会
理
事
（
平
成
元
年
ま
で
）、
日
米
法
学
会
理
事
（
昭
和
六
〇
年
ま
で
）
お
よ
び
同
監
事
、
日
本
Ｅ
Ｃ
学
会
理
事
、

早
稲
田
大
学
法
学
部
講
師
、
埼
玉
大
学
経
済
学
部
講
師
、
和
泉
短
期
大
学
講
師
、
青
山
学
院
大
学
法
学
部
講
師
、
日
本
大
学
法
学
部
大
学
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院
講
師
等
を
兼
務
。

平
成
元
年
四
月　
　
　
　
　

聖
学
院
大
学
政
治
経
済
学
部
教
授
（
平
成
七
年
四
月
ま
で
）

　

そ
の
間
平
成
元
年
四
月
か
ら
平
成
二
年
ま
で
同
学
部
学
部
長
。

平
成
七
年
四
月　
　
　
　
　

和
泉
短
期
大
学
理
事
長
（
平
成
二
〇
年
六
月
ま
で
）

平
成
二
三
年
二
月
一
三
日　

逝
去
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平　

良
先
生　

主
要
業
績

著
　
　
書

『
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
連
邦
と
州
の
法
律
問
題
』	

慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会　

昭
和
三
六
年

『
教
材
ア
メ
リ
カ
法
入
門
』	

鳳
舎　

昭
和
四
二
年
一
二
月

『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
法
入
門
』	

長
崎
出
版　

昭
和
五
七
年

『
日
本
の
売
買
契
約
法
』	

タ
マ
サ
ー
ト
大
学
（
タ
イ
国
）
法
学
部
商
務
局　

昭
和
五
七
年

論
　
　
文

「
ジ
ョ
ン
・
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
グ
モ
ア
―
―
そ
の
晩
年
の
業
績
（
一
九
三
六
〜
四
三
）」

　
　
『
慶
應
義
塾
創
立
百
年
記
念
論
文
集
（
第
一
部
法
律
学
関
係
）』	

　

昭
和
三
三
年

「
合
衆
国
連
邦
裁
判
所
に
お
い
て
適
用
す
べ
き
法
」	

法
学
研
究
三
三
巻
二
号　

昭
和
三
五
年

「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
『
他
州
扶
養
料
判
決
』
の
執
行
」	

法
学
研
究
三
三
巻
一
二
号　

昭
和
三
五
年

「
合
衆
国
連
邦
裁
判
所
の
判
決
の
州
に
お
け
る
執
行
」

　
　
『
末
延
三
次
先
生
還
暦
記
念
論
文
集
』	

東
京
大
学
出
版
会　

昭
和
三
八
年

「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
憲
法
に
お
け
る
『
充
分
な
信
頼
と
信
用
』
条
項
」	

法
学
研
究
四
一
巻
一
二
号　

昭
和
四
三
年
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「
イ
ギ
リ
ス
法
に
対
す
る
Ｅ
Ｃ
法
の
影
響
―
―
法
の
整
合
に
お
け
る
司
法
の
役
割
」	

法
学
研
究
五
三
巻
二
号　

昭
和
五
五
年
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「
Ｅ
Ｃ
に
お
け
る
『
充
分
な
信
頼
と
信
用
』
―
―
判
決
執
行
条
約
第
二
五
一
条
を
中
心
と
し
て
」	

法
学
研
究
六
〇
巻
二
号　

昭
和
六
二
年

翻
　
　
訳

イ
ル
マ
ー
・
タ
ン
メ
ロ
『
法
論
理
学
の
原
理
と
方
法
』（
共
訳
）	

慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会　

昭
和
四
六
年

Ｗ
・
シ
ー
グ
ル
『
法
学
―
こ
の
非
能
率
的
な
も
の
』（
共
訳
）	

鳳
舎　

昭
和
四
六
年

ロ
ア
ル
フ
『
日
本
に
お
け
る
ウ
ィ
グ
モ
ア
』	

三
田
評
論
八
〇
〇
号　

昭
和
五
五
年


